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渡
辺
幹
事
の
音
頭
で
乾
杯
し
た

後
、
懇
親
、
酔
い
も
回
り
満
腹
に

な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
司
会
を

戸
枝
事
務
局
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
、

披
瀝
、
大
爆
笑
の
連
続
で
し
た
。

　

続
い
て
、「
長
寿
の
お
祝
い
」、

今
年
喜
寿
を
迎
え
る
方
と
、
傘

寿
以
上
の
方
に
記
念
品
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
運
試
し
は

「
開
運
く
じ
引
き
大
会
」。
各

テ
ー
ブ
ル
代
表
を
選
出
し
、
ド

ラ
フ
ト
会
議
の
く
じ
引
き
み
た

い
に
一
斉
に
開
封
、
一
番
福
か

ら
順
に
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
景
品

を
選
べ
る
趣
向
に
。
こ
ま
ご
ま

し
た
も
の
で
も
お
土
産
付
は
何

と
な
く
嬉
し
い
も
の
で
す
ね
。

　

参
加
者
は
来
賓
を
含
め
て
27

名
。
こ
こ
数
年
で
は
最
多
。
そ

の
所
為
か
例
年
以
上
に
盛
り
上

清掃退職者会
新春の集い

今年も元気に

が
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
丹
野
副

会
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
。

今
年
も
明
る
く
元
気
に
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
月
18
日
、「
新
春
の
集
い
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
飯
田

橋
の
中
国
料
理
店
で
も
昨
年
と
違

う
「
福
園
」、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
の

で
、
会
費
も
お
安
く
で
き
ま
し
た
。

　

丹
野
副
委
員
長
の
司
会
で
進
行

し
、
庄
司
会
長
は
「
安
倍
を
こ
の

ま
ま
の
さ
ば
ら
せ
て
い
て
い
い
の

か
」
と
、
闘
う
姿
勢
を
強
調
し
た

挨
拶
、
来
賓
は
、
東
京
清
掃
西
村

副
委
員
長
、
都
庁
退
関
口
事
務
局

長
（
主
税
退
）、
自
治
退
都
本
部
岡

田
会
長
（
福
祉
退
）、
清
掃
退
職
者

会
を
思
い
っ
き
り
持
ち
上
げ
た
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

恒
例
の
「
参
加
者
か

ら
の
ひ
と
こ
と
」
へ
。

今
年
は
昨
年
ま
で
と

違
い
、
長
い
し
ゃ
べ

り
に
は
規
制
が
入
り

ま
し
た
が
、
み
ん
な

お
か
ま
い
な
し
に
長

〜
い
ひ
と
こ
と
、
固

い
話
し
か
ら
柔
ら
か

い
話
し
ま
で
、
各
領

域
に
わ
た
る
話
題
を

丹沢西端・大野山山頂より

各テーブル代表による開運　　
くじ引き（ドラフト会議みたい）

やった〜ぁ！一番福だ〜ぁ！



喜寿と長寿
おめでとう

プレゼンターは佐々木則子さん　
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春の健康セミナー
●日　時　３月６日（金）
　　　　　13 時 15 分開始
●場　所　清掃会館地下ホール
●テーマ　「頻尿」の仕組みと対策
●講　師　平野敏夫さん（東京清掃顧問医）
　※午後３時（学習会終了後）から懇親会

　「頻尿」でお悩みの方はかなりいるとい
われています。原因を知り、対策を考え
ることで、既に症状の出ている方も軽減
させる方法がみつかるか
もしれません。健康で長
生きするために何をした
らいいか、みんなで考え
てみましょう。

お花見ウォーク
●日　程　３月 27 日（金）

10 時半 武蔵小金井駅前集合
●場　所　小金井公園

※武蔵小金井駅より小金井公園まで散策
小金井公園の「桜の園」を散策後、広
場にシートをひろげてお昼（ビール付）

「江戸東京たてもの園」自由見学後解散

第１３回定期総会
●日　程　６月 12 日（金）
　　　　　10 時受付開始の予定
●場　所　清掃会館地下ホール
　　　　　※総会終了後、ランチ懇親会

２
－4－

※何回もトイレに行くことを「頻尿」といいます。
日中9回以上もしくは、夜間（寝入ってから朝起きだすまで）
2回以上トイレに行く状態です。

１ 何回も
トイレに通っています

以前はトイレの回数が気にならなかった
のですが、最近、夜のトイレの回数が多い
のです。

横で寝ている私も気になって目が覚めて
しまいます。

年を取ったら仕方ないのでしょうか？

♥ ♥

♥ ♥♥♥♥
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厚
生
労
働
省
は
、
１
月
24
日
、

20
年
度
の
年
金
額
を
「
０
・
２
％
引

き
上
げ
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
調
査
の
「 
19
年
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
」
は
、
前
年
比

０
・
５
％
上
昇
、「
名
目
手
取
り
賃

金
変
動
率
」
は
０
・
３
％
で
し
た
。

　

年
金
額
の
改
定
は
、「
新
規
裁
定

者
（
68
歳
未
満
）
は
名
目
手
取
り

賃
金
変
動
率
」、「
既
裁
定
者
（
68

歳
以
上
）
は
物
価
指
数
」
を
考
慮

す
る
仕
組
み
で
す
が
、
物
価
変
動

率
、
賃
金
変
動
率
と
も
に
上
昇
し

た
場
合
は
「
賃
金
変
動
率
」
を
適

用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

調
整
率
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
１
％
（
算

出
式
は
別
記
）
と
な
り
、
差
し
引

き
０
・
２
％
の
増
改
定
で
し
た
。
物

価
上
昇
と
の
関
係
で
は
年
金
額
は

実
質 
０
・
３
％
目
減
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

調
整
率
が
０
・
１
％
減
に
留
ま
っ
た

の
は
、「
年
金
保
険
者
数
増
加
」
が

大
き
く
作
用
し
て
い
ま
す
。
年
金

保
険
加
入
枠
拡
大
の
効
果
が
明
確

な
形
に
な
っ
て
現
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
12
日
に
宇
宙
物
理
学
部
第

７
回
イ
ベ
ン
ト
、
銀
座
の
「
タ
イ

ム
ド
ー
ム
明
石
」
で
「
流
星
群
の

正
体
と
そ
の
予
報
研
究
」
と
い
う

講
演
を
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
精

鋭
４
名
が
参
加
、
日
本
流
星
群
研

究
会
の
佐
藤
幹
哉
さ
ん
に
よ
る「
流

星
群
の
正
体
の
謎
と
、
流
星
雨
等

の
予
報
研
究
成
果
報
告
」
で
し
た
。

　

有
名
な
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

や
オ
リ
オ
ン
座
流
星
群
な
ど
、時
々

報
道
さ
れ
ま
す
が
、
成
立
ち
な
ど

理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
講
演
を
聞
き
、
流
星
群
・

流
星
雨
の
正
体
は
彗
星
の
通
り
道

に
ば
ら
撒
か
れ
た
１
㎜
程
度
の
物

質
が
地
球
の
大
気
と
接
触
し
て
発

光
す
る
現
象
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
太
陽
の
周
り
を
微
粒

物
質
な
ど
が
彗
星
の
軌
道
上
で
楕

円
状
に
回
っ
て
お
り
、
彗
星
の
軌

道
と
地
球
の
大
気
と
の
接
触
が
定

期
的
に
起
こ
る
こ
と
で
、
流
星
雨

の
予
報
が
出
来
る
そ
う
で
す
。
今

度
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
報
じ
ら
れ
た

と
き
は
、
興
味
倍
増
で
観
測
で
き

そ
う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
月
島
の
「
も
ん
じ
ゃ

焼
き
」
で
反
省
会
。
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
意
見
交
換
、
次
回
は
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
准
教
授
吉
川
真
さ
ん
に

よ
る
講
義
「
は
や
ぶ
さ
２
の
現
在

ま
で
の
活
躍
」
を
受
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
箱
田
）

名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
０・３
％
増

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
率
０・１
％
減

20
年
度
年
金
額
０・２
％
引
上
げ

「マクロ経済スライド」とは
　「現役被保険者の減少」と「平均
余命の伸び」に基づきスライド調
整率を設定、年金改定率から控除
する仕組み。
● 20 年度指数

公的年金被保険者数の変動率
（0.2％）×平均余命の伸び 率（△
0.3％）（2015 ～ 17 年度平均）
＝スライド調整率（△ 0.1％）

流
星
群
の
正
体
の
謎
と
流
星
雨
予
報

「
宇
宙
物
理
学
部
」
第
７
回
イ
ベ
ン
ト

流
星
群
の
正
体
は
発
光
現
象

次
回
は
「
は
や
ぶ
さ
２
」

タイムドーム明石にて
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１
月
14
日
、自
主
サ
ー
ク
ル
「
歩

こ
う
会
」
の
「
忠
臣
蔵
の
謎
を
考

え
る
」
ミ
ニ
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、

14
回
目
に
し
て
こ
れ
ま
で
で
最
大

の
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

横
に
流
れ
て
い
る
の
に

　

「
竪
川
」
と
は
、
こ
れ
い
か
に
？

　

錦
糸
町
駅
か
ら
ミ
ニ
ツ
ア
ー
の

始
ま
り
〜
。「
こ
こ
で
問
題
で
す
。

堅
川
は
地
図
で
見
る
と
横
に
流
れ

て
い
る
の
に
、何
で『
堅
川（
立
川
）』

な
ん
で
し
ょ
う
か
？
」

　

答
え
は
「
江
戸
古
地
図
は
西
を

上
に
描
か
れ
た
か
ら
」
な
ん
で
す
。

江
戸
の
人
の
感
覚
で
は
、
北
を
上

に
標
示
す
る
現
在
の
地
図
上
で
横

に
流
れ
て
い
る
堅
川
は
、
縦
（
立
・

竪
）
に
流
れ
る
川
だ
っ
た
ん
で
す
。

　

吉
良
邸
す
ぐ
そ
ば
に
浪
士
潜
伏

　

幕
府
は
討
入
り
さ
せ
た
か
っ
た
？

　

最
初
の
訪
問
先
は
両
国
高
校
。

標
示
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
は
浅

野
の
下
屋
敷
、
内
匠
頭
が
松
乃
廊

下
で
刃
傷
に
及
び
、
即
日
切
腹
、

改
易
、聖
路
加
国
際
大
構
内
に
あ
っ

た
上
屋
敷
没
収
後
、
武
器
や
機
材

を
運
び
入
れ
、
討
入
り
の
基
礎
準

備
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

堅
川
沿
い
に
、
赤
穂
浪
士
杉
野

十
平
次
や
堀
部
安
兵
衛
潜
伏
地
な

ど
の
旧
跡
を
巡
り
、
二
之
橋
や
、

鬼
平
所
縁
の
場
所
跡
な
ど
江
戸
時

代
の
名
残
り
も
感
じ
つ
つ
、
吉
良

邸
へ
討
入
り
。
屋
敷
の
遺
構
を
あ

れ
こ
れ
探
索
し
、
吉
良
屋
敷
跡
と

し
て
住
民
の
手
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
本
所
松
坂
町
公
園
を
見
学
。
米

屋
に
化
け
た
前
原
伊
助
が
吉
良
邸

前
に
潜
伏
し
、
吉
良
邸
か
ら
１
km

圏
内
に
出
撃
拠
点
と
な
っ
た
安
兵

衛
潜
伏
地
が
あ
る
な
ど
、
吉
良
方

は
油
断
し
過
ぎ
で
は
な
い
か
。
そ

赤
穂
義
士
の
墓
を
参
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
い
く
つ
か
う
ん
ち
く
…
。

　

仇
討
ち
を
果
た
し
た
赤
穂
義
士

が
泉
岳
寺
ま
で
歩
い
た
際
の
隊
列

は
、
山
鹿
流
兵
法
の
行
軍
陣
形
。

諸
藩
は
赤
穂
義
士
を
褒
め
称
え
、

山
鹿
流
兵
法
は
流
行
し
、
後
に
吉

田
松
陰
や
木
戸
孝
允
に
も
繋
が
っ

て
い
っ
た
と
い
う
歴
史
の
因
縁
に
。

　

浅
野
内
匠
頭
妻
瑤
泉
院
の
墓
が

義
士
の
墓
よ
り
一
段
低
い
位
置
な

の
は
、
義
士
に
感
謝
し
た
瑤
泉
院

が
「
墓
は
義
士
よ
り
一
段
低
い
位

置
に
」
と
遺
言
し
た
か
ら
だ
と
か
。

　

ミ
ニ
ツ
ア
ー
は
大
成
功
で
し
た

が
、
さ
す
が
に
疲
れ
た
様
子
、
泉

岳
寺
で
解
散
す
る
と
み
な
さ
ん
そ

そ
く
さ
と
家
路
を
急
ぎ
ま
し
た
。

赤穂浪士討入り関連地図

錦糸町駅

浅野家
下屋敷

吉良家娘
婚　家

黒鍬者屋敷

吉良邸

杉野十平次
潜伏地

回向院

堀部安兵衛
潜伏地

前原伊助
潜伏地

も
そ
も
、
浅
野
の
縁
者
が
多
い

本
所
に
吉
良
の
屋
敷
を
移
さ
せ

た
の
は
、
幕
府
が
赤
穂
浪
士
に

仇
討
ち
を
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら

な
ど
諸
説
を
披
瀝
、
い
っ
ぱ
し

の
忠
臣
蔵
通
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

回
向
院
で
鼠
小
僧
の
墓
参
り

　

「
ち
ゃ
ん
こ
道
場
」
で
ラ
ン
チ

　

討
入
り
後
、
赤
穂
義
士
が
入

山
拒
否
さ
れ
た
回
向
院
に
押
し

入
り
、
鼠
小
僧
の
墓
を
参
っ
た

と
こ
ろ
で
お
昼
。
両
国
駅
前
の

「
ち
ゃ
ん
こ
道
場
」
で
ラ
ン
チ
。

お
い
し
く
て
大
満
足
で
し
た
。

　

山
鹿
流
兵
法
流
行
の
因
縁
は
？

　

瑤
泉
院
墓
の
位
置
は
な
ぜ
低
い

　

昼
食
後
、
地
下
鉄
で
泉
岳
寺
。

おのおの方　　
討入りでござる

歩こう会

赤穂浪士討入り関連地図

錦糸町駅

浅野家
下屋敷

吉良家娘
婚　家

黒鍬者屋敷

吉良邸

杉野十平次
潜伏地

回向院

堀部安兵衛
潜伏地

前原伊助
潜伏地

竪川

西側を　
上に標示

「いざ！討入りでござる」

忠臣蔵の謎に迫る



　

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
石
山
春
平

さ
ん
の
お
話
し
は
少
年
時
代
か
ら

始
ま
っ
た
。
小
学
６
年
生
で
ハ
ン

セ
ン
病
に
か
か
り
、
突
然
学
校
か

ら
た
た
き
出
さ
れ
、
家
で
は
納
屋

に
隔
離
さ
れ
、
表
に
出
れ
ば
石
を

投
げ
ら
れ
罵
声
を
浴
び
る
生
活
が

５
年
。
絶
望
し
自
殺
し
よ
う
と
し

た
が
思
い
留
ま
り
生
き
延
び
る
こ

と
を
決
意
。
静
岡
県
の
神
山
復
生

病
院
で
15
年
間
療
養
生
活
を
送
る
。

　

療
養
所
で
は
強
制
労
働
が
繰
返

さ
れ
、
石
山
さ
ん
も
過
酷
な
作
業

に
よ
り
、
病
気
で
感
覚
を
失
っ
た

手
足
に
重
い
障
害
を
負
っ
て
い
る
。

　

明
る
い
性
格
で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

を
発
揮
、
病
院
職
員
の
絹
子
さ
ん

の
心
を
射
止
め
社
会
復
帰
。
ハ
ン

セ
ン
病
回
復
者
が
健
常
者
と
結
ば

れ
る
の
も
稀
な
の
に
、
二
人
で
力

を
合
わ
せ
３
人
の
お
子
さ
ん
を
育

て
、
仕
事
で
も
地
域
で
も
活
躍
し

続
け
た
。
全
国
初
の
障
害
１
級
者

で
の
自
動
車
免
許
取
得
や
、
春
平

さ
ん
の
父
の
葬
儀
参
列
を
許
さ
れ

 

■
小
学
６
年
生
か
ら
差
別
の
中
で

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2020 年２月

５

　

清
掃
・
人
権
交
流
会
は
、
各
地

を
訪
れ
て
差
別
の
歴
史
や
現
実
を

学
び
、
差
別
と
闘
う
人
々
と
の
交

流
を
行
な
う
た
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
重
ね
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
８
日
、「
ハ
ン
セ
ン
病

回
復
者
ご
夫
婦
の
お
話
を
聞
く
横

浜
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
実
施

し
た
。
19
年
６
月
の
ハ
ン
セ
ン
病

家
族
訴
訟
勝
訴
、
11
月
の
家
族
補

償
法
と
改
正
ハ
ン
セ
ン
病
基
本
法

成
立
を
契
機
に
、
改
め
て
ハ
ン
セ

ン
病
と
差
別
・
偏
見
に
つ
い
て
学

ぼ
う
と
23
人
の
仲
間
が
集
ま
っ
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
の
伝
染
力
は
極
め

て
弱
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
す
ぐ

伝
染
す
る
怖
ろ
し
い
病
気
」
と
い

う
誤
っ
た
認
識
を
国
が
率
先
し
て

ひ
ろ
め
、
国
中
に
差
別
と
偏
見
が

蔓
延
し
た
。
戦
後
も
、
戦
前
か
ら

続
く
「
強
制
隔
離
」「
断
種
」
等
「
ハ

ン
セ
ン
病
者
を
根
絶
や
し
に
す
る
」

差
別
政
策
が
続
け
ら
れ
、
被
害
は

強
制
隔
離
さ
れ
た
患
者
や
回
復
者

に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
族
も
強
い
差

別
に
さ
ら
さ
れ
て
苦
し
ん
で
き
た
。

　

元
気
に
活
躍
し
な
が
ら
、
病
気

の
こ
と
を
率
直
に
言
え
な
か
っ
た

石
山
さ
ん
は
、「
ら
い
予
防
法
違
憲
・

国
賠
訴
訟
」
を
契
機
に
病
歴
を
告

白
し
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
。
数
多
く

の
講
演
会
を
こ
な
し
ハ
ン
セ
ン
病

の
差
別
・
偏
見
と
闘
い
、
狭
山
事

件
の
応
援
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

絹
子
さ
ん
も
家
族
と
し
て
差
別

や
偏
見
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
が
、

今
は
夫
婦
で
講
演
す
る
機
会
も
多

く
、
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
訴
訟
の
勝

訴
を
励
み
に
、
さ
ら
に
一
歩
進
も

う
と
し
て
い
る
。
絹
子
さ
ん
の
お

話
し
も
聞
く
予
定
だ
っ
た
が
、
残

念
な
が
ら
病
気
で
来
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
存
在
を
春
平
さ
ん
は「
宝

物
」
と
言
う
絹
子
さ
ん
の
一
日
も

早
い
回
復
を
心
か
ら
願
う
。（
押
田
）

体験を語った石山春平さん（左）と
支援活動を続ける浜崎眞実さん

　

毎
年
行
な
っ
て
い
る
芝
浦
と
場

見
学
・
交
流
会
を
19
年
11
月
11
日
・

12
日
の
２
日
間
実
施
し
た
。

　

今
回
の
見
学
・
交
流
会
に
は
延

べ
45
名
参
加
。
各
日
と
も
食
肉
市

場
内
の
現
場
見
学
、
午
後
に
は
豚

の
セ
リ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
、
仕
事

か
ら
上
が
っ
て
駆
け
つ
け
た
と
場

の
仲
間
と
の
交
流
会
。
各
支
部
の

新
規
採
用
や
若
手
参
加
者
が
多
く
、

途
切
れ
る
こ
と
な
く
質
問
や
意
見
、

感
想
が
出
さ
れ
、
時
間
を
超
過
す

る
ほ
ど
熱
心
な
会
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
実
際
に
見
て
よ

か
っ
た
」「
技
術
の
高
さ
に
驚
い
た
」

「
と
場
労
働
者
差
別
が
今
も
あ
る
の

は
許
せ
な
い
」
な
ど
の
熱
い
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。（
押
田
）

「お肉の情報館」にて

芝浦と場見学・交流

　
　
　
　

 

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
石
山
春
平
さ
ん
の

　
　
　
　

 

お
話
と
家
族
訴
訟
を
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

清
掃
・
人
権

交
流
会

な
か
っ
た
時

の
絹
子
さ
ん

の
悲
し
み
と

怒
り
な
ど
が

語
ら
れ
、
胸

を
打
っ
た
。

 

■
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
は
国
の
責
任

 

■
病
歴
告
白
し
真
正
面
か
ら
闘
う

 

■
絹
子
さ
ん
と
共
に
闘
っ
た
人
生

 

■
差
別
に
負
け
ず
全
力
で
生
き
る
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立
後
、
自
衛
隊
の
役
割
は
拡
大
・

変
質
し
て
い
る
。
昨
年
12
月
に
亡

く
な
っ
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
中

村
哲
さ
ん
は
イ
ラ
ク
自
衛
隊
派
遣

審
議
の
国
会
意
見
陳
述
で
『
自
衛

隊
の
派
遣
は
有
害
無
益
だ
。
武
力

で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
』
と
言
っ

た
。ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
。違
憲
・

脱
法
を
繰
返
す
安
倍
政
権
に
負
け

ず
に
闘
お
う
。」
と
、
安
倍
政
権
追

及
と
改
憲
阻
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　

立
憲
野
党
か
ら
の
発
言
で
は
、

立
憲
民
主
党
岸
ま
き
こ
参
議
院
議

員
の
「
麻
生
副
総
理
は
『
ひ
と
つ

の
民
族
』
発
言
を
し
た
。
人
権
や

多
様
性
を
無
視
し
た
閣
僚
は
許
せ

な
い
。
北
海
道
出
身
で
も
あ
り
怒

り
を
感
じ
る
。」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。
続
い
て
、
宮
古
島

の
自
衛
隊
基
地
反
対
運
動
な
ど
か

ら
、
民
意
も
国
会
論
議
も
無
視
・

軽
視
す
る
安
倍
政
権
を
一
日
も
早

く
退
陣
さ
せ
よ
う
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」

を
今
年
も
強
力
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
集
会
で
し
た
。

揮
し
た
現
場
に
精
通
し
た
清
掃
職

員
の
対
応
力
、
組
織
力
の
重
要
性
」

を
強
調
し
「
長
い
年
月
を
か
け
て

培
っ
て
き
た
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
次
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
が

東
京
清
掃
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
」

と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
は
、
座
光
寺
自
治
労

都
本
部
委
員
長
、
小
宮
山
特
区
連

書
記
長
、
山
崎
区
長
会
会
長
（
江

　

１
月
19
日
、
今
年
初
め
て
の
19

日
行
動
、
国
会
前
に
１
７
０
０
人
参

加
し
、「
自
衛
隊
中
東
派
兵
反
対
！
」

「
桜
を
見
る
会
徹
底
追
及
！
」「
安

倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」「
安
倍
政
権

退
陣
！
」
等
と
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
挨
拶
の
中
で
「
安
倍

政
権
は
、
閣
議
決
定
の
み
で
イ
ラ

ン
の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
周
辺
に
自
衛

隊
を
派
遣
し
た
。
安
保
関
連
法
成

東京清掃団結旗開き2020
今年も現役世代とともに闘おう

　

１
月
16
日
、
東
京
清
掃
の
新
春

団
結
旗
開
き
が
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
、

各
友
誼
組
合
、
各
級
議
員
、
当
局
、

各
関
係
団
体
、
本
部
・
支
部
等
約

２
７
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
里
委
員
長
は
、「
昨
年
の
台
風

に
よ
る
大
規
模
災
害
の
復
旧
・
復

興
支
援
や
、
被
災
し
た
世
田
谷
・

大
田
の
取
組
み
な
ど
を
通
じ
て
発

東
区
長
）
と
、
岸

ま
き
こ
参
議
院
議

員
。
岸
さ
ん
は「
桜

を
見
る
会
な
ど
安

倍
一
強
政
治
に
よ

る
腐
敗
を
許
さ
な

い
」
と
国
会
論
戦

に
対
す
る
決
意
を

示
し
ま
し
た
。

　

乾
杯
は
庄
司
会

長
が
発
声
。
そ
の

後
、
懇
親
に
移
り

ま
し
た
。

　

今
年
も
東
京
清

掃
を
取
巻
く
環
境

は
厳
し
い
も
の
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

退
職
者
会
は
引
続

き
精
一
杯
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

庄司会長が
乾杯の音頭

国会論戦の決意を示す
岸まきこ参議院議員

自
衛
隊
中
東
派
兵
反
対
！
桜
を
見
る
会
徹
底
追
及
！

安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
安
倍
内
閣
退
陣
！

武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い

人
権
・
多
様
性
無
視
は
許
せ
な
い


